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上

入
は
い

か

に

自
身
の

来

迎
理

解
を

深
め

て

い

か

れ

た

の

か
。

『

浄
土

真

要
鈔
」

で

は

十
四

の

問
答
が

挙
げ

ら
れ、

そ
の

中
来
迎
に

関
す

る

記
述
が

見
ら

れ
る

の

は
、

第
一
・

二

・

七
・

八
・

九
・

十
・

十
「
・

十
三

の

問
答

で

あ
る

。

内
容
を

整
理
す
る

な
ら
ば

、

　

諸
行
の

行
人
（
第
十
九
願
の

機
）

　
　

t
来
迎

−

胎
生
辺
地
の

往
生
…

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

方
便

　

他
力
真

実
の

行
人

（

第
卜

八

願
の

機）

1
得
生
−
真
実
報
土
の

往
生
−

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

真
実

　

　

↓
来
迎
に

あ
つ
か

る

11
報
仏
の

来
迎
11
摂
取
不
捨
の

義

と

示
す

事
が

で

き
よ
う

。

　
『

浄
土

真
要
鈔
』

に

見
ら

れ

る

存
覚
上
人

の

来
迎

思
想
は、

親
鸞
聖
人

の

来
迎

思
想
を
承
け
た

第
十
九
願
の

行
者
の

利
益
と

し

て

捉
え
て

い

る
。

な

お

か

つ

得
生
を

挙
げ
第

十
八
・

十
九
願
と

の

比

較
に

お

い

て

来
迎
は

方

便
で

あ
る

と

定
義
し

て

い

る
。

し
か

し

親
鸞
聖
人
に

お

い

て

推
し
進
め

ら

れ

た、

他
力
と
し

て

の

来
迎
と

い

う
理

解
は

存
覚
上

人
で

は
見

ら

れ
な

い
。

あ
く
ま
で

存
覚
上

人
の

立

場
は、

法
然
聖
人
の

平
牛
の

重

視
と

親
鸞

聖

人
の

来
迎
否

定
の

思

想
が

背
景
に

あ
る

と

考
え
ら
れ、

そ

れ

が

来
迎
は

方

便
と

い

う、

親
鸞
聖
人
に

お

い

て

み

ら
れ

た

他
力
を
基

底
と

し

た
来
迎

思

想
に

は

言
及
せ

ず、

法

然
聖
人

の

来
迎
思

想
に

や
や
傾

倒
し

た

と

考
え

ら

れ
る

。

　

尚、

こ

の

研
究
は

平
成
二

十

年
度
山
内
慶
華
財
団
の

援
助
に

よ

る

研
究

成
果
の
→

部
で

あ
る

。

執
筆
に

あ
た

り
、

こ

の

場
を
か

り
て

関

係
者
に

甚

深
の

謝
意
を

表
し

た

い
。

中
世
武
士

と
一

遍
・

時
衆
の

周
辺

大

　
山
　
眞
　
→

　

昨
年
度
の

日

本
宗
教
学
会
第
六

七

回
学
術
大
会
に

お

い

て

は
、

殺
生
に

よ

る

罪
業
観、

罪
障
観
に

起
囚
す
る

中
世
武
士
の

生
死

観
を、

鎌
倉
仏
教

の

祖

師
で

あ
る

法

然
（
一
一

三一．一
1
一

二

＝
一
）
・

口
蓮

2

二

二

ニ

ー

一

二

八

二
）

と

の

交
渉
か

ら

考
察
し

た
、

法
然
の

生
死

観
を

来
世
的
死
生

観、

円

蓮
の

生
死

観
を

現
世
的
生
死

観
と

定
義
づ

け、

中
世

武
士
の

信
仰

の

選
択
肢
が

「

来
世
」

か
】

−

現
世
」

か
、

来
世
的
死
生

観
か

現
世
的
生
死

観
の

二

者
択
一

を
迫
ら
れ

た

こ

と

を

検
証
し
た

。

今
年
度
の

第
六
八

回
学

術

大
会
に

お

い

て

は、

そ

の

二

者
択
一

の
一

方
の

選
択
肢
で

あ
る

現
世
的

生
死

観
に

つ

い

て

の

論
考
を
深
め

た
い

。

浄
土
思
想
の

究
極
の

姿
を
日
本

浄
土

教
の

思
想
的
変
遷
に

求
め、

特
に
一

遍
上
人
の

思
想
で

あ
る

究
極
の

現
世
的
柴

死
観
に

言
及
し、

一

遍
没

後
の

時
衆
と

武
士
の

交
渉
か

ら

中
世

武
士

の

生

死
観
に

つ

い

て

発
表
す
る。

　

日
本

浄
土

教
の

変
遷
は

、

浄
土
宗
（
法
然）

か

ら、

真
宗
（

親
鸞）
、

そ

し

て

時
宗
（
…

遍）

と

い

う
宗
派
を

超
え
た
思
想
的
変
容
の

過
程
を
辿

る

こ

と

が

で

き
る

。

し

か

し

な

が

ら
、

同
じ

浄
土

教
系
の

思
想
で

も、

一

遍
に

は

法
然、

親
鸞
と

異
な

る

独

特
な

思

想
が

あ

る
。

十
一

不
二

の

頌

（

思

想
）

で

あ
る

。

そ

の

思
想
は
一

遍
が

絶
対
者
（

阿
弥
陀
仏
）

と

個
人

の

関
係
を

不
二

と

捉
え
、

「

南

無
阿
弥
陀
」

と
い

う
名
号
に

全
て

を

収
斂

さ
せ

た

点
に

大
き

な

特
徴
が

あ
る

。

換
言
す
る

な

ら

ば、

そ

の
一

遍
の

思

想
は

法
然
の

来
世
的

死
生

観、

親
鸞
の

来
世
的
生
死

観
を

経
た

究
極
の

現
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世
的
生
死

観
と

言
う
こ

と
が
で

き
よ

う
。

十
一

不
二

の

偈
の

中
で

も、

国

界
平
等
坐

大
会
（
阿
弥
陀
国
と

衆
生
界
は
一

つ

の

も

の

で

あ
り

、

衆
生
は

ど

ち
ら

の

世
界
に

い

て

も
阿
弥

陀
仏
が

教
え

説
く

法
会
の

席
に

つ

い

て

い

る

こ

と

に

な

る
）

が

究
極
の

現

世
的
生

死
観
の

拠
り
所
と
な
る

。

阿
弥
陀

国
と

衆
生

界
が

同
一

で

あ
る
と

い

う
こ

と
は、

わ

れ
わ
れ
の

娑
婆
世
界

、

つ

ま

り
現

世
が
悟
り

の

世
界
で

あ
る

こ

と

を
意

味
し

、

往
生
す
る

こ

と

な

く
現
世
で

救
済
さ

れ

て

い

る
こ

と
を

意
味
す
る

。

一

遍
の

思

想
を

究
極
の

現
世
的
生

死
観
と

す
る

根
拠
は

そ
こ

に

あ
っ

た
の

で

あ
る

。

　
一

遍
の

思

想、

つ

ま

り
現

世
的
生

死
観
は
一

遍

自
身
が

武
士
で

あ
り

、

名
門
の

河

野
水
軍
の

出
自
も
手
伝
っ

て

当
時
の

武
士
に

素
直
に

受
け

入
れ

ら

れ
た

が、

一

遍
が

武
士
の

精

神
的
支
柱
で

あ
る

神
祗
信
仰
を

彼
の

思
想

に

積
極
的
に

取
り

入
れ

た
点
が
そ
の

理

由
の
一

つ

と

も

考
え
ら
れ
る

。

｝

遍
と

武
士
の

交
渉
は

、

豊
後
国
の

守
護、

大
友
兵

庫
頭

頼
泰、

備
前
吉
備

津
宮
の

神
主
の

子、

藤
井
某、

信

濃
佐
久
郡
の

大

井
太
郎

、

徳
太

寺
の

候

人
肥
前
前

司
貞
泰

、

武
蔵
の

あ
ぢ
さ

か

入
道、

伊
予
三

島
の

地
頭

代
平
忠

康
ら
と

の

交
渉
が

あ
っ

た
が
、

一

遍
の

布
教
が

遊
行
と

い

う

移
動
形
態
を

と

っ

た

た
め、

短

期
間
の

交
渉
に

終
わ
っ

た
。

し
た

が
っ

て
、

本

格
的
な

武
士
と

の

交
渉
は
一

遍
亡
き

後
の

時
宗

教
団
の

成
立

以

降
が

中
心
と

な

る
。

　
中
世
も

南
北
朝
の

時
代
に

な
る
と、

武
士

の

交
渉
に

お

い

て
、

時
衆
の

僧
は

陣
僧
と

い

う

形
態
を

と

っ

た
。

陣
僧
は

時
衆
に

限
ら

ず
他
宗
に

も

見

ら

れ
る

が
、

『

太
平
記
』

等
の

史

料
に

頻
繁
に

登
場
し

て

く
る

の

は

時
衆

の

僧
で

あ
っ

た
。

陣
僧
と

は

出
陣
す
る

武
士
に

従
う、

い

わ
ゆ

る

従
軍
僧

で

あ
る

。

彼
ら
の

活
動
内
容
は、

戦
傷
者
の

手
当
て

や、

瀕
死
の

武
士
に

十
念
を

与
え、

戦
死
者
に

念
仏
供

養
す
る

こ

と

が

そ

の

主
た

る

も
の

で

あ

っ

た
。

今
回
は

『

太
平
記
』

巻

第
六

「

赤
坂

合
戦

事

付
人

見
本

間
抜
懸

事
」

や

『

太

平
記』

巻
第
二

十
「

義
貞
自
害
事
」

を
取
り
上
げ、

戦
闘
現

場
に

お

け
る

陣
僧
の

具

体
的
な

活
動
を
検
証
し
、

そ

の

実
態
を
明
ら

か

に

す

る
。

後
世
の

『

異
本
小
田

原
記』

に

も、

陣
僧
が

連
歌
で

陣
中
の

無
聊

を

慰
め

た
こ

と

が

記
さ

れ
て

い

る

が
、

時
衆
が

室
町
幕
府
の

同
朋
衆
に

そ

の

形
態
を
変
え

、

日
本
の

芸

能
・

文
化
の

形
成
に

大
き

な

影
響
を
与
え
た

事
実
は
、

中
世
武
士
と

の

交

渉
が
そ

の

背
景
に

あ
っ

た

こ

と

と

無
縁
で

は

な
い

で

あ
ろ

う
。

本
発
表
に

お

い

て

は
、

陣
僧
の

芸

能
・

文
化
活
動
に

つ

い

て

は

詳
し

く

触
れ

る

こ

と
は
で

き

な

い

が、

そ

の

方
面
も

含
め

て

今
後

の

陣
僧
研
究
の

課

題
の
一

つ

と
し
た

い
。

横
川
顕
正

と

浄
土
教

和

　
田

　
真
　
二

　

本
考
は

横
川
顕
正
教

授
の

思
想
に

お

け
る

、

そ

の

浄
土

教
方
面
に

関
す

る
］

考

察
を

試
み

る
も
の

で

あ
る

。

そ

の

前
に

教
授
が

如
何
な
る

人
で

あ

っ

た
か

に

つ

い

て

ご

く

簡
単
に

ふ

れ

て

お

く
必
要
が

あ
る

。

　

年
譜
に

従
え

ぼ
、

明
治
三

十
七
年
大
分
県、

真
宗
大
谷
派
・

善
正
寺
に

生

ま

れ
た

。

長
じ

て

京

都
・

大
谷
大
学
に

学
び

、

生

涯

の

師
、

鈴
木
大

拙
・

ビ

ア
ト
リ

ス

両
先
生
に

逢
い
、

足
下
で

宗
教

学、

大
乗
仏
教

学、

英

語
を
修
め、

昭
和
十
五

年
五

月、

三

十
六

歳
で

夭
逝
さ

れ
た

。

し
か

し

な

が
ら

大
拙
先
生
ご

夫
妻
と

の

関
係
は、

単
な

る

先
生
と

学
生
の

関
係
で

は

な

か

っ

た
。

大
谷

大
学
の
一

郷
教
授
は

「

そ

の

先
生
を
自
己

の

生
涯
の

学

（1459）367

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


